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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月29日(2018.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラスリボンを製造する方法において、
　（Ｉ）多量の溶融ガラスからガラスリボンを延伸するステップ、
　（ＩＩ）ステップ（Ｉ）の際に、前記ガラスリボンの不安定性を検出するステップであ
って、前記ガラスリボンの振動、前記ガラスリボンの亀裂、前記ガラスリボンの完全な破
損からなる群から選択された不安定性を検出するステップ、さらに、該不安定性の検出を
受けて、
　（ＩＩＩ）検出された前記不安定性に少なくとも部分的に対抗するように、前記ガラス
リボンの厚さを自動的に増加させる複数の熱的要素の全ての熱的要素の夫々調整可能な動
作変数を同時に調整するステップ、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　ステップ（Ｉ）の際に、前記複数の熱的要素の全ての前記熱的要素が第１の動作プロフ
ァイルで動作することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　ステップ（ＩＩＩ）の際に、検出された前記不安定性に少なくとも部分的に対抗するよ
うに、前記複数の熱的要素の全ての前記熱的要素の前記第１の動作プロファイルを第２の
動作プロファイルに自動的に切り替えることを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　ステップ（ＩＩＩ）の際に、前記コントローラが前記検出された不安定性に基づいて、
複数の既定の動作プロファイルから前記第２の動作プロファイルを選択することを含むこ
とを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項５】
　前記第１の動作プロファイルが前記ガラスリボンの第１の厚さの維持を促すものであり
、かつ前記第２の動作プロファイルが、前記第１の厚さよりも厚い前記ガラスリボンの第
２の厚さの維持を促すものであることを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項６】
　ステップ（ＩＩＩ）の後に、さらに、
　（ＩＶ）前記ガラスリボンの安定性を検出するステップ、さらに次いで、該安定性の検
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出を受けて、
　（Ｖ）前記複数の熱的要素の全ての前記熱的要素の前記第２の動作プロファイルを、前
記第１の動作プロファイルへと自動的に切り替えて戻すステップ、
を含むことを特徴とする請求項３記載の方法。
【請求項７】
前記複数の熱的要素の各熱的要素の夫々調整可能な前記動作変数が、前記熱的要素の加熱
パラメータを含み、さらにステップ（ＩＩＩ）が、前記複数の熱的要素の全ての前記熱的
要素の前記加熱パラメータを同時に調整して前記ガラスリボンの温度を増加させることに
よって、検出された前記不安定性に少なくとも部分的に対抗することを特徴とする請求項
１記載の方法。
【請求項８】
　さらに、
　（ＩＶ）複数の牽引ロールの全ての牽引ロールの、夫々調整可能な動作変数を調節して
、前記検出された不安定性に少なくとも部分的に対抗するステップを含むことを特徴とす
る請求項１記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の牽引ロールの各牽引ロールの前記夫々調整可能な動作変数が、前記牽引ロー
ルと前記ガラスリボンとの接触状態を含み、ステップ（ＩＩＩ）の際に、前記牽引ロール
の前記接触状態が、前記牽引ロールが前記ガラスリボンに接触している係合位置から前記
牽引ロールが前記ガラスリボンに接触していない解除位置へと自動的に切り替えられるこ
とを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の牽引ロールの各牽引ロールの前記夫々調整可能な動作変数が、前記牽引ロー
ルの牽引ロール速度を有することを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１１】
　ガラスリボンを製造する方法において、
　（Ｉ）多量の溶融ガラスからガラスリボンを延伸するステップ、
　（ＩＩ）前記ガラスリボンの不安定性を検出するステップ、さらに、該不安定性の検出
を受けて、
　（ＩＩＩ）検出された前記不安定性に少なくとも部分的に対抗するように、前記ガラス
リボンの厚さを自動的に制御する複数の熱的要素の全ての熱的要素の夫々調整可能な動作
変数を同時に調整するステップ、
を含み、
　ステップ（Ｉ）の際、前記熱的要素の全ての前記熱的要素は第１の動作プロファイルで
作動し、
　ステップ（ＩＩＩ）の際、前記複数の熱的要素の全ての前記熱的要素の前記第１の動作
プロファイルが、検出された前記不安定性に少なくとも部分的に対抗するように、第２の
動作プロファイルに自動的に切り替えられ、
　前記第１の動作プロファイルが前記ガラスリボンの第１の厚さの維持を促し、前記第２
の動作プロファイルが前記ガラスリボンの前記第１の厚さより大きい第２の厚さの維持を
促すことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　ガラスリボンを製造する方法において、
　（Ｉ）多量の溶融ガラスからガラスリボンを延伸するステップ、
　（ＩＩ）前記ガラスリボンの不安定性を検出するステップ、さらに、該不安定性の検出
を受けて、
　（ＩＩＩ）検出された前記不安定性に少なくとも部分的に対抗するように、複数の熱的
要素の全ての前記熱的要素の動作変数を同時に調整して前記ガラスリボンの厚さを増加さ
せることによって、前記ガラスリボンの厚さを自動的に制御する複数の前記熱的要素の全
ての前記熱的要素の夫々調整可能な前記動作変数を同時に調整するステップ、
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を含むことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　ステップ（Ｉ）の際、前記複数の熱的要素の全ての前記熱的要素は第１動作プロファイ
ルで動作させ、ステップ（ＩＩＩ）の際、前記複数の熱的要素の全ての前記熱的要素は、
検出された前記不安定性に少なくとも部分的に対抗するように自動的に第２動作プロファ
イルに切り替えられ、前記第１の動作プロファイルが前記ガラスリボンの第１の厚さの維
持を促し、前記第２の動作プロファイルが前記ガラスリボンの前記第１の厚さより大きい
第２の厚さの維持を促すことを特徴とする請求項１２記載の方法。
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